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平成２５平成２５平成２５平成２５年度年度年度年度    事業報告事業報告事業報告事業報告    

 

 

今日、少子高齢化や核家族化の進行、生活様式の多様化など社会情勢の変化に伴い、私たち

の身の回りの地域社会や家庭の様相は大きく変容している。福岡市においても、都市部におい

ては集合住宅を中心に住民の入れ替わりが多く、地域コミュニティの希薄化が進んでいる。 

このような中、制度の谷間にある複合的な課題を抱えている人も存在しており、公的サービ

スだけでは解決できない問題に対して、より柔軟な福祉サービスの構築や住民相互の支え合い

の強化が求められている。 

本会では、市民一人ひとりの参加と支え合いにより、誰もがその人らしく安心して暮らせる

福祉のまちづくりの実現に向けて、「第４期地域福祉活動計画」や「社協起動プラン」に基づき

ながら地域支援や個別支援にこれまで以上に重点的に取り組んだ。特に、地域住民と連携して、

複雑な生活課題を抱える個人に対して問題解決へつなげる「地域福祉ソーシャルワーカー・モ

デル事業」をはじめ、判断能力が不十分な人を住み慣れた地域で安心して生活できるよう支援

する「日常生活自立支援事業」、「ずーっとあんしん安らか事業」、「成年後見支援事業」による

あんしんシステムを構築するなど、より個別支援に踏み込んだ取り組みを積極的に展開した。 

さらに高齢者の生きがいづくりや社会参加を促進するための「介護支援ボランティア事業」

や「シニア地域サポーターモデル事業」等を通じ、新たな福祉の支え手づくりについても重点

的に取り組んだ。 

そして、今後の事業展開の方針を明確にした「経営計画」を新たに策定し、社協の使命を果

たすために組織としてどのように経営を進めていくべきかを組織の内外に示した。 

平成２５年度の主な事業の実施状況は以下のとおりである。 

    

【重点項目】 

１ シニア世代のボランティア活動参加推進  

（１）シニアアシストふくおか事業〈新規〉 

（２）シニア地域サポーターモデル事業〈新規〉 

（３）介護支援ボランティア事業 

２ あんしんシステムの構築  

（１）日常生活自立支援事業 

（２）ずーっとあんしん安らか事業 

（３）成年後見支援事業 

３ 地域福祉活動の充実 

（１）地域福祉ソーシャルワーカー・モデル事業 

（２）ふれあいネットワーク・サロンの拡充に向けた取組み 

（３）生活支援サポーターモデル事業 

（４）地域福祉活動支援に役立つツールの提供 

４ 社協起動プランの実行 

（１）職員研修の充実 

（２）自己研鑽の支援 

（３）人事評価システムの構築 

（４）課題検討会議の実施 

５ 経営計画の策定〈新規〉 
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１１１１    シニア世代のボランティア活動参加推進シニア世代のボランティア活動参加推進シニア世代のボランティア活動参加推進シニア世代のボランティア活動参加推進                                            （（（（１３，５４３１３，５４３１３，５４３１３，５４３千円）千円）千円）千円）    

（１）（１）（１）（１）シニアアシストふくおか事業シニアアシストふくおか事業シニアアシストふくおか事業シニアアシストふくおか事業〈新規〉    

シニア世代（５０代以上）のボランティア活動希望者とシニアを受け入れるボランテ

ィア団体等の登録制度を発足させ、シニアの活躍の場を広げるための支援を行った。 

登録対象とする分野を福祉に限定せず幅広く設定し、また活動団体についてもＮＰＯ法

人も登録可能とした。さらに、活動希望者のニーズをきめ細やかに把握し、積極的な活

動紹介を行った。 

○個人登録者数：７２人 

【内訳】 

 

 

 

 

○団体登録数：４２団体 

【内訳】 

     

 

 

 

 

    

（２）シニア地域サポーターモデル事業（２）シニア地域サポーターモデル事業（２）シニア地域サポーターモデル事業（２）シニア地域サポーターモデル事業〈新規〉    

シニア世代のボランティア活動希望者を、ふれあいネットワーク・サロンなどの地域 

福祉活動の参加に結びつけるために、以下の手法によりコーディネートした。区社協職

員が手厚くコーディネートすることが活動に結び付く大きな要因であることを実証的に

確認することができた。 

コーディネート方法 活動開始者数 備 考 

ボランティアバンク登録者や介護支援ボランテ

ィア登録者を職員が直接活動につなぐ 

８ 

 

ふれあいサロン等の現場体験を含めた講座を開

催し、修了後の受講者を区社協職員が具体的な

地域福祉活動へ丁寧につなぐ 

１０９ 

・講座受講者２１７人 

・活動開始率５０％ 

合 計 １１７  

 

（３）介護支援ボランティア事業（３）介護支援ボランティア事業（３）介護支援ボランティア事業（３）介護支援ボランティア事業（市委託事業）（市委託事業）（市委託事業）（市委託事業）    

６５歳以上の高齢者の社会参加、生きがいづくりや介護予防をすすめるために、介護

保険施設等でボランティア活動を奨励した。また、活動により付与されたポイントは換

金または寄付に活用していただいた。 

活動先につなぎ調整終了 ３９ 

活動調整中  １７ 

本人都合による活動調整休止中 １５ 

活動中止 １ 

福祉 ７団体 環境 ８団体 健康 １団体 

教育 ２団体 まちづくり ５団体 災害救援 １団体 

健全育成 ２団体 男女共同参画 １団体 芸能 １５団体 

重点項目重点項目重点項目重点項目 

○広報紙の発行      

〔発行回数〕３回（６月・１０月・２月） 

〔発行部数〕３，０００部／回 
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〔登録施設〕３５０施設 

〔個人登録者〕１，３１２人 

〔平成２５年中の活動者（ポイント所有者）〕７６２人 （個人登録者の６２％） 

〔平成２５年中の活動内容〕 

活動種別 のべ人数 活動種別 のべ人数 

レク・囲碁将棋 ４，４８６ 食事介助の補助 １８９ 

芸能 ２，８５９ 行事の手伝い １１４ 

話し相手 ２，３０１ 入浴介助の補助 ９３ 

清掃・衣類整理 ４８８ その他 ８１８ 

合 計 １１，３４８

〔ポイント換金申請者〕４９５人 

【内訳】 

  奨励金交換    ３９１人   １，２８２，４００円 

  本会へ寄付    １０４人     １９５，２００円  

  申請者合計    ４９５人   １，４７７，６００円 

      ※１日１時間以上の活動＝200ポイント＝200円に換金。換金の上限は年間5,000円まで。 

    

２２２２    あんしんシステムの構築あんしんシステムの構築あんしんシステムの構築あんしんシステムの構築                                                                        （（（（７９，２０４７９，２０４７９，２０４７９，２０４千円）千円）千円）千円）    

（１）日常生活自立支援事業（１）日常生活自立支援事業（１）日常生活自立支援事業（１）日常生活自立支援事業    

認知症や知的障がい、精神障がいなどで判断能力が不十分な人の権利を擁護すること

を目的とし、地域で自立した生活をすることができるよう、契約に基づき、福祉サービ

スの利用援助や日常的金銭管理などを行った。 

〔相談件数〕６２６件 

〔調査件数〕３４６件 

〔新規契約件数〕１８３件（前年度からの相談も含む） 

〔累計契約件数〕１，１９８件（平成１２年１月～） 

※事業開始からの累計解約件数７０５件（死亡・施設入所等による） 

〔現契約件数〕４９３件 

   【内訳】 

 

 

 

 

 

（２）ずーっとあんしん安らか事業（２）ずーっとあんしん安らか事業（２）ずーっとあんしん安らか事業（２）ずーっとあんしん安らか事業    

近くに親族がいない一人暮らしの高齢者を対象に、地域で安心して生活をすることが

できるよう、契約に基づき定期的な見守りや入退院の手伝いなどを行うとともに、契約

者が死亡した場合には、事前に預かった預託金で葬儀・家財処分等の死後事務を行った。    

〔相談件数〕１２０件 

〔新規契約件数〕３５件 

〔現契約件数〕５６件（うち、公正証書遺言書作成件数１４件） 

〔葬儀・家財処分実施数〕２件 

 

認知症高齢者 ２８３件 

知的障がい者 ８９件 

精神障がい者 １１９件 

そ の 他 ２件 
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（３）成年後見支援事業（３）成年後見支援事業（３）成年後見支援事業（３）成年後見支援事業    

親族や専門職による成年後見人等が得られにくい人に対し、家庭裁判所の審判を経て、

本会が法人として成年後見人等に就任した。また、福岡市から委託を受けて「市民後見

人養成研修」を実施した。法人後見の実施にあたっては、市民後見人養成研修修了者の

中から、実務担当者として本会に登録・採用された「市民参加型後見人」が業務の一翼

を担った。 

① 法人後見事業 

親族や専門職による後見人が得られにくい人に対して、家庭裁判所から法人として

後見人等の選任を受け、後見業務を行った。また、後見人等の受任に関する審議や後

見業務の監督等を行う「成年後見運営委員会」を開催した。 

○後見等受任件数 

〔新規受任件数〕１７件 

〔累計受任件数〕２７件（平成２４年度～）（※終了３件） 

〔現受任件数〕２４件 

【内訳】 

 

 

 

○成年後見運営委員会  年６回開催 

 

② 市民後見人養成事業（市委託事業） 

成年後見制度の担い手として地域住民の視点で支援を行う「市民後見人」を養成す

るための研修事業を福岡市の委託事業として実施した。また、研修修了者を本会が実

施する法人後見事業の履行補助者（＝市民参加型後見人）として活用するため、「市民

参加型後見人バンク」を設置し、希望者を、福岡市の推薦を得てバンクへ登録した。 

〔実施期間〕平成２５年８月２２日(木)～１２月２６日(木)（全１３日間） 

〔会場〕市民福祉プラザ他 

〔受講者数〕５０人（一般公募で応募があった６４人より抽選で決定） 

〔修了者数〕４７人 

〔市民参加型後見人バンク登録者数〕４２人 

〔     〃   累計登録者数〕８７人（平成２４年度～） 

 

③ 制度の普及・啓発 

成年後見制度の普及･啓発を図るため、市民や関係機関に対して出前講座等を行った。 

〔実施回数〕１３回 

〔参加者数〕合計 ７９３人 

〔対象者〕民生委員・児童委員協議会、校区社協、介護事業所内部研修 等 

〔内容〕「成年後見における社協の役割」「日常生活自立支援事業と成年後見制度」 

    

３３３３    地域福祉活動の充実地域福祉活動の充実地域福祉活動の充実地域福祉活動の充実                                                                                （５６，１４３千円）（５６，１４３千円）（５６，１４３千円）（５６，１４３千円）    

（１）地域福祉ソーシャルワーカー・モデル事業（１）地域福祉ソーシャルワーカー・モデル事業（１）地域福祉ソーシャルワーカー・モデル事業（１）地域福祉ソーシャルワーカー・モデル事業（市委託事業）（市委託事業）（市委託事業）（市委託事業）                

福岡市の委託事業（平成２３～２５年度）として、福岡市が選定した団地、戸建て等居住

形態の異なる市内７校区１地区のモデル校区に５人の専任職員を配置し、地域の特性に

合わせた高齢者等の見守りの仕組みづくりに向けて、校区活動者等の支援を行った。ま

た、対応が困難な個別ケースへ活動者と一緒に関わるなど、個別支援にも取り組んだ。 

認知症高齢者 ２２件 

知的障がい者 ２件 

精神障がい者 ０件 



  5 

 

① モデル校区とその支援実績 

校区・地区名 成 果 

［東区］ 

 

城浜校区 

（公営団地） 

・見守り活動の実施状況確認、活動者のスキルアップ研修、活動の改善策の協議

などを行う福祉座談会（「つながりマップ会議」）を開催（年１０回）。 

・地域住民に見守りの啓発を行うため「校区版見守りマニュアル」の作成支援。 

・１町でシニア世代を中心とした生活支援ボランティアグループ（会員１６人）

の立ち上げを支援。月平均４件の依頼を受け、高齢者等の困りごとの解決に取

り組んでいる。 

・モデル事業終了後に見守り活動を推進する体制（各町つながりマップ委員を創

設）を構築。 

・コミュニティ政策学会（平成２５年７月６日）、市民福祉講演会（平成２５年

９月２０日）、新宮町ひとり暮らし高齢者等見守りネットワーク研修会（平成

２６年１月２３日）での活動者による実践発表の支援。 

［南区］ 

 

東若久校区 

（戸建て） 

 

★は南区役所の「地域

福祉ネットワークづく

りモデル事業」と共働

で取り組み。 

 

★ふれあいネットワークによる平常時の見守り体制を活用し、災害時の支援体制

づくりのワークショップを開催（１回）。各要援護者に対して災害時の支援者

の組み合わせ決めや、支援体制を検証するため、校区防災訓練の中で要援護者

に対する訪問や電話による安否確認訓練の実施を支援。 

★平成２４年度に作成した「ふれあいネットワーク活動マニュアル」の内容や見

守りに関する研修会を実施（１７５人参加）。３０～４０代の若い世代も４０

人程度参加し、広く校区住民への意識啓発につながった。 

★各町の見守り実施状況を確認するため、活動者によるワークショップを開催（１

回）。各町の活動者自身が、現状や課題、今後の目標を確認することができた。 

・公民館とまちづくりフォーラム（平成２５年６月１日）、市民福祉講演会（平

成２５年９月２０日）、佐賀市東与賀町の視察対応（平成２６年１月３１日）

での活動者による実践発表の支援。 

［南区］ 

 

東花畑校区 

（戸建て） 

 

★は南区役所の「地域

福祉ネットワークづく

りモデル事業」と共働

で取り組み。 

 

・校区生活支援グループ「たすけ愛隊」の立ち上げ（会員４３人）を支援。低額

有償の支え合い活動として活動を開始、月平均５件の依頼を受け、高齢者等の

困りごとの解決に取り組んでいる。 

★災害時・平常時の支援体制づくりの進め方を示した「地域福祉“５愛”推進会

活動マニュアル」の作成支援。 

★各町の見守り実施状況を確認するため、活動者によるワークショップを半年に

１回定期的に開催（２回）。各町の活動者自身が、現状や課題、今後の目標を

確認することができた。 

★校区の高齢者等支援の仕組みづくりを検討するため、各団体の代表者による会

議（「地域福祉“５愛”推進会」）を開催（年１２回）。 

・城南区校区社協リーダー研修会（平成２６年１月３１日）での活動者による実

践発表の支援。 

［城南区］ 

 

城南校区 

（ＵＲ団地・ 

戸建て） 

・ふれあいネットワーク立ち上げや再構築支援（５町）、活動継続支援。見守り

に役立つツールの提案及び作成。 

・福岡市見守りダイヤルの先行事業としてＮＰＯと連携して実施。緊急時の通報

先の缶バッジを１，０９３個配布。 

・高齢者の居場所（ソフトダーツ会、健康マージャン）の立ち上げ支援。 

・地域と高齢者施設が協働した地域住民が集う場「カフェサロン」の立ち上げ支

援。 

・コミュニティ政策学会（平成２５年７月６日）、城南区校区社協リーダー研修

会（平成２６年１月３１日）での活動者による実践発表の支援。 
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［城南区］ 

金山団地 

（ＵＲ団地） 

・ふれあいネットワークの重層化を目指し、見守りネットワーク組織を構築する

ため対象者と活動者のマッピング。 

・見守り活動者を確保するために住民に協力を依頼、町内の青少年連合会や子ど

も会の会員の協力者を獲得し、若年層の見守り活動者を巻き込むネットワーク

を構築。 

［早良区］ 

 

大原校区 

（ＵＲ団地・ 

戸建て） 

・校区を３ブロックにわけ、ブロックごとに課題を共有する中で、プログラム選

択型のふれあいサロン立ち上げを支援。ふれあいネットワークとも連動し、サ

ロン参加者を見守り対象者に加えるなど、ネットワークの充実にもつながっ

た。 

・団地内の見守りを進めるため「団地ふれあいサロン」のチラシやポスターの作

成を支援し、利用者自身にも口コミで利用者を増やす役割があることを訴え利

用者・ボランティアの増加につながった。 

・団地モデル棟にて住民への見守りアンケートを実施し、棟委員やボランティア

による見守り活動の立ち上げ支援（７棟）。モデル棟同士の情報交換会の実施。 

・見守り対象者とボランティアが交流するサークル「絵手紙の会」の立ち上げ支

援。 

［西区］ 

 

西陵校区 

（戸建て） 

・各町の活動報告と活動上の課題を協議する、高齢者対策会議の開催支援（年４

回）。 

・高齢者対策会議で出された課題解決のための研修会「元気な高齢者を増やそう

プロジェクト～集会所で気軽にできる健康体操講座～」の開催支援。 

・見守り対象者が少ない町内に対して、「見守りマップ」を活用した対象者の掘

り起こしの提案及びマップ作りの支援。８人の対象者が３４人に増加。 

・エレベーターがない公営団地のみで構成された町内で、ゴミ出し支援を通じた

見守り活動の立ち上げを支援。２か月に１回の情報交換会の開催の提案、実施

の支援。 

［西区］ 

 

周船寺校区 

（戸建て） 

・「絵手紙の会」組織化等により、校区の地域福祉事業に関わる人材が増加（校

区独自の登録ボランティアシステム「ちょいボランティア」登録者数増加）。 

・校区内の企業、店舗、医療機関等にふれあいネットワークへの協力を呼びかけ、

協力企業が４社から２３社に増加。 

・「ふれあいネットワーク活動個人情報の手引き」を作成したことにより、各町

の見守り対象者がいる組長に対象者簿を配布することが共通認識され、組長活

動に見守りを組み込むことができた。 

※モデル校区指定時期：平成２３年８月（城南区のみ平成２４年６月） 

 

② 地域活動支援の実績 

 

地域活動に 

関する相談 

地域会議への

参加 

地域行事への

参加 

連絡調整 情報交換 

件数 ３０８ ８２４ ３４４ ６７２ ６１６ 

 

③ 個別支援の実績 

 

個別ケースに 

関する相談 

訪問対応 

ケース会議へ

の参加 

連絡調整 

他機関への 

つなぎ 

件数 ２９９ ４０５ ２８ ８８１ １２９ 
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④ モデル事業評価委員会の開催 

地域福祉ソーシャルワーカーの機能やモデル事業の効果等について検証・評価を行

うため、学識経験者や地域団体役員の代表者等で構成される評価委員会を開催した。 

（第１、２回は平成２４年度に実施済） 

実施日 主な議題 

＜第３回＞ 

平成２５年 

６月７日(金) 

・報告書の構成（骨子）について 

・アンケート調査結果について 

＜第４回（最終回）＞ 

１０月7日(月) 

・事業分析について 

・評価委員会報告書（素案）について 

    

⑤ 見守り推進シンポジウムの開催 

福岡市との共催により、モデル事業の報告会を兼ねたシンポジウムを開催し、モデ

ル校区での実践を広く市民に周知した。 

実施日 参加者数 内 容 

平成２６年 

３月１４日(金) 

２６０ 

【基調講演】 

「地域をつくる、福祉をつくる、生き方をつくる」 

小野 達也 氏（大阪府立大学人間社会学部准教授） 

【パネルディスカッション】 

「地域での見守りの実践を通して」 

 ・地域での見守り実践報告 

 ・ディスカッション 

 

⑥ 「見守りの仕組みづくりマニュアル」の作成 

モデル校区で実践した見守りの仕組みづくりが他地区の活動者や支援者の参考にな

るように、手法やツール、取り組み事例等を整理した「見守りの仕組みづくりマニュ

アル」を作成した。 

部 数 配布先 

５，０００部 

・福岡市、区役所 

・政令市社協、福岡県社協、福岡県内市町村社協 

・各校区自治協、校区社協 

・各民生委員・児童委員 など 

    

    

（（（（２２２２）ふれあいネットワーク・サロン等の）ふれあいネットワーク・サロン等の）ふれあいネットワーク・サロン等の）ふれあいネットワーク・サロン等の拡充拡充拡充拡充に向けた取り組みに向けた取り組みに向けた取り組みに向けた取り組み        

① ふれあいネットワーク活動 

一人暮らしの高齢者など、援助を必要とする人々が地域で安心して暮らすことがで

きるよう、地域住民や関係機関が連携して、日常的な見守りなどの支援体制づくりに

取り組む「ふれあいネットワーク活動」の更なる充実に向け、区社会福祉協議会とと

もに活動を支援した。 

なお、福岡市地域保健福祉振興基金を財源とし、活動費を助成した。 

〔助成額〕１７，４９４，６１２円 
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〔活動状況〕                    （平成２６年３月末現在） 

区 校区数 

助成 

校区数 

実施 

校区数 

助成自治会数 実施自治会数 対象世帯数 ボランティア数 

東 

(前年比) 

  ２７ ２５ 

２６

(１) 

３４４ 

(９) 

３４４ 

(３) 

 ７，４２５ 

 (２８９) 

 ２，４５５ 

   (２０４) 

博多 

(前年比) 

  ２２ ２１ ２１ 

３０９ 

(△１) 

３０９ 

(△１) 

 ４，６３１ 

(△２，１１８) 

１，２４５ 

 (△１３５) 

中央 

(前年比) 

  １４ 

１１ 

(△１) 

１３ 

２５０ 

(△１５) 

２７５ 

(△１４) 

 ４，０２８ 

(△２５５) 

 ９０５ 

(△４４６) 

南 

(前年比) 

  ２５ ２４ ２４ 

２９８ 

(１８) 

２９８ 

(１８) 

４，２６０ 

(１５１) 

１，７４８ 

 (２７) 

城南 

(前年比) 

  １１ １１ １１ 

１４９ 

(△１１) 

１４９ 

(△１１) 

 ２，７１０ 

  (２１９) 

 １，３３０ 

 (△５) 

早良 

(前年比) 

  ２４ 

１７ 

(１) 

２２ 

(４) 

１７８ 

(１０) 

２１８ 

(２５) 

 ４，１０１ 

  (５５８) 

 １，３５０ 

(１９９) 

西 

(前年比) 

  ２３ 

２０ 

(２) 

２１

(２) 

１４３ 

(１３) 

１４３ 

(７) 

 ４，４７７ 

 (２８５) 

 １，６１１ 

 (１６５) 

合計 

(前年比) 

１４６ 

１２９ 

(２) 

１３８ 

(７) 

１，６７１ 

(２３) 

１，７３６ 

（２７） 

３１，６３２ 

(△８７１) 

１０，６４４ 

 (９) 

 

〔ふれあいネットワーク事業対象世帯内訳〕 

 

〔活動内容内訳〕 

活動内容 世帯数 

安否確認・声かけ・話し相手 ２９，１５８ 

保健福祉サービスの紹介  ２，９９１ 

生

活

の

支

援 

ゴミ出し    ５７４ 

電球の取り替え    ２２６ 

買物代行・薬取り    １８４ 

家事援助（掃除・洗濯・炊事など）     ７８ 

外出援助（通院・買物付添など）    １８７ 

急用時のこどもの送り迎え・預かりなど     １３ 
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② ふれあいサロン活動 

一人暮らしや身体機能の低下等により、家に閉じこもりがちな高齢者等の孤独感の

解消や介護予防等を目的として、地域のボランティアが公民館や集会所などで、レク

リエーションや、仲間づくり・交流・ふれあいの場を広げる「ふれあいサロン活動」

の拡充を支援した。 

なお、福岡市地域保健福祉振興基金を財源とし、活動費を助成した。 

   〔助成額〕１８，９４６，６４２円 

〔活動状況〕                    （平成２６年３月末現在） 

区 校区数 助成校区数 箇所数 のべ利用者数 のべボランティア数 

東 

(前年比) 

２７ ２７ 

７３ 

(３) 

２５，４６２ 

(△３０３) 

１２，１８４ 

(△６４２) 

博多 

(前年比) 

２２ 

２０ 

(１) 

３１ 

(１) 

１０，６４８ 

(△１２９) 

４，１３１ 

(１０９) 

中央 

(前年比) 

１４ 

１２ 

(△１) 

２０ 

(△４) 

４，０９８ 

(△８７４) 

２，６１６ 

(△４２９) 

南 

(前年比) 

２５ ２３ 

３８ 

(１) 

１１，１６８ 

(△２７６) 

５，５７２ 

(３２２) 

城南 

(前年比) 

１１ １１ 

４３ 

(３) 

９，４２９ 

(△６４) 

５，０７１ 

(４１８) 

早良 

(前年比) 

２４ ２４ 

５３ 

(４) 

１６，６２５ 

(１，３５４) 

１１，２９９ 

(９４１) 

西 

(前年比) 

２３ ２２ 

６９ 

(１０) 

２０，０９１ 

(２，４２９) 

９，５１１ 

(１，１７９) 

合計 

(前年比) 

１４６ １３９ 

３２７ 

(１８) 

９７，５２１ 

(２，１３７) 

５０，３８４ 

(１，８９８) 

 

〔ふれあいサロン事業助成箇所数、ボランティア数、利用者数の推移〕 
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③ ふれあいサロン活動アンケート調査の実施    

ふれあいサロン活動の拡充に向けた支援策の立案や今後の地域福祉活動の発展・強

化に役立てるための基礎資料を得るため、現在ふれあいサロン活動を実施している団

体にアンケート調査を実施した。 

〔調査方法〕各サロンに郵送し、郵送またはＦＡＸで回収 

〔調査時期〕平成２５年８～９月 

〔調査対象〕ふれあいサロン活動を行っている団体 

〔配布数〕３２３ 

〔有効回収数〕２９２（有効回収率：９０．４％） 

 

（（（（３３３３）生活支援サポーターモデル事業）生活支援サポーターモデル事業）生活支援サポーターモデル事業）生活支援サポーターモデル事業〈新規〉    

① 生活支援サポーターの養成 

公的サービスでは対応できない、高齢者や障がい者等が抱える“ちょっとした困り

ごと”の解決を行うための人材「生活支援サポーター」を養成し、その人材と地域・

個人とをコーディネートするモデル事業に取り組んだが、人材確保や依頼の把握が進

まず、ノウハウの蓄積まで至らなかったことから、課題を分析し、今後の新たな生活

支援サービス提供の仕組みづくりに活かしていく。 

 

② 生活支援グループ組織化の支援 

生活支援に取り組むボランティアグループの組織化支援は重点的に実施し、平成 

２５年度には８団体が活動開始し、うち４団体に「あんしんサービス創造モデル事業」

によりグループ立ち上げ時の初期費用を助成した（助成金額６００，１３４円）。 

また、現在福岡市内で活動するグループの状況調査を行い、結果をまとめた事例集

を作成・配布しＰＲを行った。 

    

（（（（４４４４）地域福祉活動支援に役立つツールの提供）地域福祉活動支援に役立つツールの提供）地域福祉活動支援に役立つツールの提供）地域福祉活動支援に役立つツールの提供        

① 「緊急時連絡カード」の配布 

緊急連絡先やかかりつけの病院などを記入して外出時に携帯することで、急な事故

や病気で本人が連絡先などを伝えることができないときに活用できるカードを作成し、

配布した。 

〔配布数〕３０，１３２枚 

 

② 「社協ワーカーだより」の発行 

地域の活動者や関係機関に向けて、社協職員（ワーカー）の動きや社協事業につい

て情報発信する情報紙を毎月１回発行した。 

〔配布先〕民生委員・児童委員、地域の活動者、いきいきセンター 等 

 

③ 「買い物支援ハンドブック」の作成 

外出や買い物に課題を抱える人の支援を目的として、店頭で購入した商品を配達し

てくれる店舗の情報等を掲載したガイドブックの作成に福岡市内全７区で取り組んだ。 
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（（（（５５５５）個別ケースの支援強化）個別ケースの支援強化）個別ケースの支援強化）個別ケースの支援強化    

相談先がわからなかったり、制度の狭間にあり制度での対応が難しかったりする人や、

各種関係機関などからの相談を受け、解決に向けた支援を行った。 

 

① 個別ケース相談件数：７８８件 

 

 

    

 

② 相談内容 

「生活支援」の相談が最も多く、 

次いで「福祉」「生計」等の相談が 

寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 対応 

相談に対する対応としては、社協職員 

のみで支援した以外にも、「ボランティア」 

や地域の「ネットワーク」、「行政」や「地 

域包括支援センター」など関係機関と連携 

して対応したケースも多くあった。 

 

    

    

    

    

    

４４４４    社協社協社協社協起動プランの実行起動プランの実行起動プランの実行起動プランの実行                                                                                        （３，３７７千円）（３，３７７千円）（３，３７７千円）（３，３７７千円）    

（１）職員研修の充実（１）職員研修の充実（１）職員研修の充実（１）職員研修の充実      

職員の資質向上を図るため、職員研修体系に則り、計画的に研修を実施した。 

① 階層別研修 

対象 実施日 内 容 

主任級

職員 

平成２５年 

１０月１０日(木)・１１日(金) 

｢『主任の役割』について｣ 

講師：冨永 進 氏（一般社団法人日本経営協会講師） 

係長級 

以上職員 

平成２６年 

２月２４日(月) 

「リーダーシップ研修」 

講師：平川 健一 氏(株式会社社員教育研究所講師) 

一般 

職員 

３月 ３日(月) 

「仕事の進め方研修」 

講師：長菅 隆義 氏（株式会社インソース講師） 

 

区 東 博多 中央 南 城南 早良 西 合計 

件数 １７８ １２１ １０２ １２７ ３８ １４９ ７３ ７８８ 
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② 地域福祉専門職研修 

実施日 内 容 

＜第１回＞ 

平成２５年 

８月８日(木)・９日(金) 

「地域福祉ソーシャルワーカー実践報告」 

＜第２回＞ 

１１月９日(土) 

「支え合いマップづくりについて」 

講師：木原 孝久 氏(住民流福祉総合研究所長)  

＜第３回＞ 

平成２６年 

２月１７日(月)・２５日(火) 

「おたがいさまコミュニティづくり検討体験会」 

講師：南 伸太郎 氏（公益財団法人九州経済調査協会研究主査）他 

 

③ 社協職員セミナー 

実施日 内 容 

＜第１回＞ 

平成２５年 

１２月２０日(金) 

「社会福祉協議会の進む道 ～地域包括支援センターと社協～」 

講師：小川 全夫 氏（九州大学名誉教授） 

＜第２回＞ 

平成２６年 

１月９日(木) 

「コミュニティで創る新しい高齢社会デザイン 

～２０３０年代をみすえた機能統合型コミュニティ形成技術～」 

講師：南 伸太郎 氏（公益財団法人九州経済調査協会研究主査）他 

＜第３回＞ 

２月１４日(金) 

「福岡市の施策の方向性と平成２６年度新規事業」 

講師：平田 俊浩 氏（保健福祉局高齢社会政策課長） 

 

（２）自己研鑽の支援（２）自己研鑽の支援（２）自己研鑽の支援（２）自己研鑽の支援        

職員の専門性を高めるため、国家資格等の取得にかかる受験手数料等の助成を行った。 

資格名 受験手数料 登録免許税・登録手数料 

社会福祉士 ７件 ７件 

 

（（（（３３３３）人事評価システムの構築）人事評価システムの構築）人事評価システムの構築）人事評価システムの構築        

起動プランで示した方向性実現のための役割意識を持つ人材を育成するため、内部プ

ロジェクトで検討を重ね、人事評価制度を構築した。平成２５年１１月～平成２６年２

月まで試行的に実施し、平成２６年度からの本格実施に向けた準備を行った。 

 

（（（（４４４４）課題検討会議の実施）課題検討会議の実施）課題検討会議の実施）課題検討会議の実施     

業務を遂行する上での様々な課題について、毎月１回定期的に会議を行い検討した。    

    

５５５５    経営計画の策定経営計画の策定経営計画の策定経営計画の策定〈新規〉                                                                             （７，７９１千円）（７，７９１千円）（７，７９１千円）（７，７９１千円）    

平成２５年３月に策定した「起動プラン」を具体化していくとともに、第５期地域福祉

活動計画策定にあたっての基礎的なデータとするために、本会の事業や今後の組織体制、

財源などを考える中長期の経営計画を策定した。 

重点事業を明確にすることはもとより、補助・委託事業の見直し、プロパー事務局長の

登用など、自立に向けた方策を示した。 
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１１１１    地域の支え合い活動の充実を図ります地域の支え合い活動の充実を図ります地域の支え合い活動の充実を図ります地域の支え合い活動の充実を図ります    

住み慣れた地域で、誰もが健やかに安心して暮らせる「ともに支えあう福祉のまち」を

めざし、校区社会福祉協議会を中心とした地域福祉活動を推進した。 

また、校区社会福祉協議会や民生委員・児童委員など、地域の見守り活動を行う組織へ

の相談・支援を行う地域福祉ソーシャルワーカー・モデル事業を実施した。 

    

（１）校区社協とともに進める福祉のまちづくり（１）校区社協とともに進める福祉のまちづくり（１）校区社協とともに進める福祉のまちづくり（１）校区社協とともに進める福祉のまちづくり                                    （（（（５８，０９８５８，０９８５８，０９８５８，０９８千円）千円）千円）千円）    

市民の福祉ニーズに対応した地域福祉・在宅福祉活動を一層促進するため、その推進

役である校区社会福祉協議会の充実・強化に向け支援した。 

① 校区社協への活動支援（共同募金配分事業） 

区社会福祉協議会と共働し、校区社協の実情にあった福祉活動を推進するために共

同募金配分金を財源とし、事業運営や資金を支援した。 

   〔助成額〕５２，４５０，３９６円 

     

  ② 校区福祉座談会の開催 

地域の課題や福祉活動の現状について情報を共有し、地域の中で取り組むことがで

きる解決方法等を住民主体で考える座談会の実施を支援した。 

   〔実施数〕１５校区 ２６回 

 

  ③ 校区社協広報活動への支援  

校区社協が住民の福祉に対する理解と関心を高めることを目的に行う広報紙発行事

業を支援した。 

なお、福岡市地域保健福祉振興基金を財源とし、活動費を助成した。 

〔助成額〕５，１２７，０２５円 

区 東 博多 中央 南 城南 早良 西 合計 

助成校区数 ２５ １６ ９ ２４ １１ ２４ ２１ １３０ 

 

（２）住民の主体的参加と相互に支え合うまちづくりの推進（２）住民の主体的参加と相互に支え合うまちづくりの推進（２）住民の主体的参加と相互に支え合うまちづくりの推進（２）住民の主体的参加と相互に支え合うまちづくりの推進                    （（（（６１，５４６６１，５４６６１，５４６６１，５４６千円）千円）千円）千円）    

地域における支えあいの仕組みづくりを進めていくために、ふれあいネットワークや、

ふれあいサロン、ふれあいランチ、校区広報紙発行等の地域住民による自主的な福祉活

動を支援した。 

① ふれあいネットワーク活動の拡充（再掲）（Ｐ.７）     

    

② ふれあいサロン活動の拡充（再掲）（Ｐ.９） 

    

③ ふれあいランチ事業  

調理することが困難な高齢者、障がい者等へ食事を届け、利用者の健康増進を図る

とともに、安否確認・各種相談等を行い、地域とのふれあいを深める活動を支援した。 

なお、福岡市地域保健福祉振興基金を財源とし、活動費を助成した。 

事業事業事業事業項目項目項目項目 
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〔助成額〕９９０，４０５円 

〔活動状況〕                    （平成２６年３月末現在） 

区 助成校区数 校区名 利用者数 ボランティア数 のべ配食数 

東 １ 美和台 ７ １４ ８００ 

博多 １ 那珂 ６ ６ ６０５ 

南 ２ 東花畑、若久 ２５ ３４ １，７９３ 

早良 １ 百道 １０ １８ ５３７ 

合計 ５校区 ４８ ７２ ３，７３５ 

 

  ④ あんしんサービス創造モデル事業（再掲）（Ｐ.１０）     

 

  ⑤ 地域福祉ソーシャルワーカー・モデル事業（再掲）（Ｐ.４）    

 

  ⑥ シニアアシストふくおか（再掲）（Ｐ.２） 

 

⑦ シニア地域サポーターモデル事業（再掲）（Ｐ.２） 

 

⑧ 安心情報キット配付事業（市委託事業）    

かかりつけの病院や緊急連絡先等の情報を書いたカードを筒に入れて冷蔵庫で保管

することができるキットをひとり暮らしの高齢者や障がい者など地域で見守りが必要

な人に配付した。 

〔配付者数〕５，７９３人 

 

⑨ 見守り対象者情報の整理支援と緊急時連絡カード事業（一部再掲）（Ｐ.１０） 

地域からの要望に応じて名簿の整理やデータ化を行い、見守り体制の充実に向けて

支援を行った。また、見守り活動で活用できるツールの一つとして緊急時連絡カード

の提供を行った。 

 

⑩ 買い物支援ハンドブックの作成（再掲）（Ｐ.１０）     

   

⑪ 生活支援サポーターモデル事業（再掲）（Ｐ.１０）     

    

（３）地域で進める子育て支援（３）地域で進める子育て支援（３）地域で進める子育て支援（３）地域で進める子育て支援                                                                        （（（（２３，７６０２３，７６０２３，７６０２３，７６０千円）千円）千円）千円）    

① ファミリー・サポート・センターの拡充 （市委託事業）    

子育て家庭が地域の中で孤立することなく、安心して子育てができるよう、地域に

おいて子育てを「応援して欲しい人」「応援したい人」を組織化し、会員制による相互

援助活動を広めた。 

〔会員登録状況〕 

依頼会員 提供会員 両方会員 合 計 

５，６４４ ８８５ ８８１ ７，４１０ 
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〔活動内容及び回数〕 

 活動内容 回 数 

１ 保育所・幼稚園の迎え及び帰宅後の預かり ５，６０９ 

２ 子どもの習い事等の場合の援助 １，４２７ 

３ 保護者等の買物等外出の場合の援助 １，３０４ 

４ 保育所・幼稚園の迎え １，２２６ 

５ 保護者等の短時間・臨時的就労の場合の援助 １，２０８ 

６ (その他） 保育所・幼稚園の登園前の預かり 

保育所・幼稚園の送り 

保育所・学校等休み時の援助 

障がい児のサポート 等 

６，６８３ 

 合 計 １７，４５７ 

〔講習会・交流会等の実施〕 

（ア）依頼会員登録講習（支部：月～金、本部：第３土曜日） 

（イ）提供・両方会員養成講習会（５回、受講者のべ７４０人） 

（ウ）フォローアップ講座（２回、受講者のべ４５人） 

（エ）会員交流会（９回、参加者のべ２７１人） 

（オ）活動未体験会員のための「あずかりっこ」（７回、参加者のべ１３０人） 

（カ）会員リーダー連絡会の実施（１回） 

 

② 子育てサロン・サークルの支援    

子育てサロン・サークル活動の内容充実や、子育て相談の場を設定することを目的

とした、子育てサロン・サークルへの保育士派遣事業や講師派遣事業を実施した。 

 

（４）（４）（４）（４）民生委員・児童委員民生委員・児童委員民生委員・児童委員民生委員・児童委員協議会助成事業協議会助成事業協議会助成事業協議会助成事業                                                    （２９，４６０千円）（２９，４６０千円）（２９，４６０千円）（２９，４６０千円）    

地域福祉を共に推進する民生委員・児童委員の活動充実を図るため、民生委員・児童

委員協議会へ活動費の助成を行った。 

      

（５）共同募金、寄付金等を活用した福祉のまちづくりの推進（５）共同募金、寄付金等を活用した福祉のまちづくりの推進（５）共同募金、寄付金等を活用した福祉のまちづくりの推進（５）共同募金、寄付金等を活用した福祉のまちづくりの推進                （（（（１３，６２３１３，６２３１３，６２３１３，６２３千円）千円）千円）千円）    

        ① 友愛訪問事業  

福岡市老人クラブ連合会の友愛訪問事業に対し、活動費の助成を行った。 

   

② 共同募金配分事業（再掲）（Ｐ.１３）    

   

③ 奉仕銀行運営事業  

本会に対する寄付金や物品の受け入れを行った。また、寄付者の意向に沿い、寄付

金及び福岡市の補助金（福岡市に寄せられた寄付金）を財源に、法人格を有しない団

体・施設に配分し、施設整備及び新規事業の実施を支援した。また、施設等への物品

寄贈やイベント招待等を仲介した。 

 項 目 件 数 金 額 備 考 

受

入 

寄付金 １２３件 ４６，２１２，２６９ 

・介護支援ボランティア事業のポイン

ト換金寄付１０４件を含む 

・母子福祉会解散時の残余財産寄付に

より「母子福祉会芙蓉基金」を設立 

物 品  ２件 １７０，０００ 車いす（２台） 
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配

分 

等 

寄付金の

配分 

１４団体 １０，５２３，２４５ 

１４団体・施設に対し、施設整備や新

規事業費として配分 

施設への 

仲介等 

４６件 ― 

野球試合招待、演劇・定期演奏会招待、

ランドセル、ひな人形 等 

    

（６）その他の社協事業（６）その他の社協事業（６）その他の社協事業（６）その他の社協事業                                                                                        （（（（３，２０５３，２０５３，２０５３，２０５千円）千円）千円）千円）    

① 区社協事業（区ボランティアセンター事業等） 

区ボランティアセンターと共働し、地域住民のボランティア活動への参画を促す講

座や研修会の実施、活動相談やコーディネートの充実を図った。 

（参考）２．（１）① ボランティアコーディネーション事業（Ｐ.１６） 

   

② 市社協事業 

（ア）行旅病人一時扶助事業     

やむを得ない理由により一時的に困窮の状態にある行旅中の要援護者が、移動

等のために必要とする費用の一部に充てるため、現金と乗車カードを博多区保健

福祉センター（博多区保護３課）に預け、必要に応じて要援護者に支給した。 

項 目 件 数 金額（円） 備 考 

現 金   ０ ０  

乗車カード ３１ ３１，０００ オレンジカード３１枚 

    

（イ）全九州電力労働組合福祉基金事業     

       平成９年に全九州電力労働組合から九州社会福祉協議会連合会への寄付を財源

とした基金を創設し、本会が事務局として基金の管理を行っている。 

     〔運用利益の配分〕 １１社協（８県３政令市）へ１１８，０００円ずつ配分 

 

２２２２    多様なボランティア活動を推進します多様なボランティア活動を推進します多様なボランティア活動を推進します多様なボランティア活動を推進します     

ボランティア活動への参加促進やボランティア意識の高揚を図るため、広報・啓発活動

や相談・紹介など各種事業を実施した。 

 

（１）ボランティア活動相談・調整事業の強化（１）ボランティア活動相談・調整事業の強化（１）ボランティア活動相談・調整事業の強化（１）ボランティア活動相談・調整事業の強化                                                （（（（３，７３６３，７３６３，７３６３，７３６千円）千円）千円）千円） 

公的なサービスでは対応できない多様な生活課題を抱える人たちを支援するため、ボ

ランティアをはじめ、関係機関への働きかけを行った。 

また、ボランティア活動希望者が実際の活動に結び付くよう支援した。 

① ボランティアコーディネーション事業 

（ア）個人ボランティア活動相談・登録   

○
A
活動相談(合計) ○B対応状況 相談のみ マッチング率(○B÷○

A
) 

６７９ 

５５７ 

(登録423、活動先紹介134) 

１２２ ８２．０％ 

 

（イ）ボランティア依頼 

○
A
依頼件数(合計) ○B対応件数 のべ対応ボランティア数 マッチング率(○B÷○

A
)    

２，２２０ １，９５８ ５，１３２ ８８．２％ 
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 〔依頼内容〕 

内 容 件 数 内 容 件 数 

外出付き添い ６６３ 託児 ５１ 

話し相手 ３２７ 家事援助 ４９ 

日常生活援助 ３１９ 朗読 ２４ 

施設･団体の行事援助 ２６３ 散髪 １８ 

技術・学習指導 ２２４ 身体介助 １１ 

点訳 １２８ 訓練 １ 

遊び相手 ５８ その他 ８４ 

合 計 ２,２２０ 

 

（ウ）登録ボランティア内訳 

 ２５年度新規 現登録数 

個人ボランティア数 ４２３人 １，４５９人 

ボランティアグループ数 ４団体 １５０団体 

人数 ７２人 ４，３７７人 

 

② 施設・病院等ボランティアコーディネーター研修会 

市内の福祉施設・病院においてボランティアの受入体制の整備・充実を図るため、

施設・病院等のボランティア担当者を対象とした研修会を実施した。 

実施日 受講者数 内 容 

平成２６年 

２月１３日(木) 

４４ 

初級編「ボランティアコーディネーターのいろは」 

講師：福岡市ボランティアセンター職員 

２月２０日(木) ３４ 

実践編「改めて学ぼう！面接のスキルと一歩進んだ伝達力」 

講師：伊東 良輔 氏(公益社団法人福岡県社会福祉士会理事) 

 

③ ボランティア活動情報の収集・提供 

登録ボランティアグループや福祉施設等のボランティアニーズの実態を調査し、下

記資料を作成してボランティア相談等で活用した。 

（ア）登録ボランティアグループの状況調査 

「センター登録ボランティアグループ一覧」、「芸能ボランティア情報」を作成

し、ホームページに掲載したほか、グループに入会して活動を希望する個人や、

施設、団体からの行事の際の依頼に対応した。 

 

（イ）施設等ボランティアニーズ調査 

「施設ボランティア募集情報・ボランティア体験受入情報」、「バザー用品等募

集情報」を作成し、ホームページに掲載したほか、活動を希望する個人、団体へ

の情報提供、コーディネートを行った。 

 

（ウ）ボランティア情報紙「風」発行 

個人登録者などへ、様々なボランティア活動の紹介や情報の提供を行った。 

〔発行回数〕６回（偶数月発行） 

〔発行部数〕２，６８３～３，０５９部／回 
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（エ）芸能ボランティア情報冊子発行 

個人やグループで活動する芸能ボランティアの情報をまとめた冊子を作成し、

ホームページに掲載したほか、芸能ボランティア活動を依頼する施設等に対して、

情報提供を行った。 

 

（２）ボランティアの育成、活動支援（２）ボランティアの育成、活動支援（２）ボランティアの育成、活動支援（２）ボランティアの育成、活動支援                                                                （（（（２，２，２，２，１１１１１３１３１３１３千円）千円）千円）千円）    

多様な生活課題に応えるため、一定の知識や技術を必要とするボランティアを各種講

座を通じて育成した。また、ボランティアグループの活動を支援した。 

① 各種ボランティア養成講座の充実 

（ア）技術ボランティア養成講座 

主に、視覚障がい者の方を対象とした技術を要する活動に参加するボランティア

を養成するための講座を開催した。 

ⅰ）音訳(朗読)ボランティア養成講座 

  ○初心者向け  

〔実施日〕平成２５年５月３０日(木)～９月２６日(木)（全１３回） 

  〔会場〕市民福祉プラザ 

  〔講師〕佐々木 謙介 氏（元アナウンサー） 

  〔受講者数〕２５人 ※うち２０人が活動を開始した。 

○フォローアップ講座 

〔実施日〕平成２６年２月８日(土)、１５日(土) 

  〔会場〕市民福祉プラザ 

  〔講師〕林 欣子 氏（元アナウンサー） 

  〔受講者数〕１９人  

 

ⅱ）視覚障がい者ガイドボランティア養成講座 

  〔実施日〕平成２５年９月７日(土)～２１日(土)（全３回） 

  〔会場〕市民福祉プラザ 他 

  〔講師〕木村 陽子 氏（福岡市立心身障がい福祉センター） 

  〔受講者数〕１５人 ※うち９人がガイドボランティアサークル「風車」に加入した。 

 

    ⅲ）点訳ボランティア養成講座 

〔実施日〕平成２５年５月７日(火)～８月６日(火)（全１１回） 

  〔会場〕市民福祉プラザ 

  〔講師〕ボランティア連絡協議会視覚部門点訳グループ 

  〔受講者数〕２７人 ※うち１１人が点訳ボランティアグループに加入した。 

 

（イ）ボランティアステップアップ研修会 

主に芸能分野で活動しているボランティアグループのメンバーを対象に、アイス

ブレイクの手法とコミュニケーションの基本を学ぶ研修を実施した。 

〔実施日〕平成２６年３月２９日(土) 

〔会場〕市民福祉プラザ 

〔テーマ〕「ボランティアに活かせるレクリエーションを学ぼう」 

〔講師〕原田 弘美 氏（ＮＰＯ法人福岡市レクリエーション協会） 

〔受講者数〕１７人 
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（ウ）シニアボランティア講座 

ボランティア活動に役立つコミュニケーション術や認知症について学ぶ機会を作

り、シニア世代のボランティア活動参加を推進した。 

実施日 会 場 テーマ 受講者数 

平成２６年 

１月１７日(金) 

市民福祉

プラザ 

「聴き上手になりたい」～こころに寄り添う～ 

講師：冨岡 郁雄 氏 

（ＮＰＯ法人日本ソーシャルコーチ協会代表理事） 

９０ 

 

１月３１日(金) 

「ぼけてもふつうに暮らしたい」 

～認知症介護の現場から～ 

講師：村瀬 孝生 氏（宅老所よりあい代表） 

９２ 

 

（エ）課題別ボランティア養成講座 

公的サービスでは対応することが難しい、多様な生活課題を抱える方々の支援を 

     行うボランティアの育成を行った。 

    ⅰ）高齢者外出支援ボランティア養成講座 

加齢により外出が困難となった高齢者の散歩や買い物、展覧会など生きがいに

つながる外出を支援するボランティアを養成した。 

〔実施日〕平成２５年６月８日(土)～２９日(土)（全４回） 

〔会場〕市民福祉プラザ 

〔講師〕松野 浩二 氏（理学療法士）、吉良 安之 氏（九州大学基幹教育院教授） 

〔受講者数〕１８人 ※うち１５人が高齢者外出支援ボランティアグループ「ひまわり」に加入した。 

 

    ⅱ）バリアフリー映画支援ボランティア養成講座 

目や耳の不自由な人に多くの映画やＤＶＤを楽しんでいただくために、映画な

どのナレーションや字幕を作成するボランティアを支援した。 

〔実施日〕平成２５年１０月２６日(土)～１２月１日(日)（全５回） 

〔会場〕市民福祉プラザ 

〔受講者数〕１５人   

   ※うち１１人がボランティアグループ「バリアフリーシアター エイムｉｎｇ」に加入した。 

 

（オ）企業ボランティア養成講座 

    平成２５年１０月８日(火)  台風のため中止 

    

（カ）ボランティア初心者研修会 

介護支援ボランティア登録者のうち、主に活動未経験者を対象にボランティアに

ついての基礎講座及び施設見学を開催し、活動のきっかけづくりを行った。 

実施日 会 場 のべ受講者数 

平成２５年 

６月５日(水) 

特別養護老人ホーム「花の季苑」 ２５ 

９月２日(月)～１８日(水) 

(全３回) 

市民福祉プラザ 

特別養護老人ホーム「はなみずき園」 

４２ 

１１月１日(金)・８日(金) 

市民福祉プラザ 

介護保険複合施設「光薫寺ビハーラ」 

３６ 
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  （キ）「勤マルの日」事業 

誰でも気軽に参加できるボランティア活動拠点を設定し、企業などが独自に企画

した自主活動とあわせて行う福岡独自のイベント「勤マルの日」（＝一斉ボランティ

ア実行Ｄａｙ）事業を、ＮＰＯふくおか及び福岡県経営者協会と共催して実施した。 

（※「勤マル」…「勤労者マルチライフ支援事業」の略で、勤労者の社会参加・ボ

ランティア活動への参加を促進するための事業） 

    〔実施日〕平成２５年１０月２７日(日)、１１月９日(土)、１０日(日)、１６日(土) 

〔会場〕福岡県内１８か所 

脇田海岸、筑後川、深浜海岸、今津海岸、志賀島、九州がんセンター、葦の

家、アイランドシティ、楯の松原、生の松原、大橋駅東口、大博通り、こど

も病院、九州大学病院、警固校区、舞鶴公園、福博であい橋、福岡市博物館 

〔参加者数〕１，２４０人 

 

② 登録ボランティアグループへの支援 

（ア）活動拠点・資材・情報の提供 

  

 

 

 

（イ）福岡市ボランティア連絡協議会への支援     

〔助成金〕１００，０００円 

 

（ウ）在宅視覚障がい者サービス事業等 

点訳、音訳ボランティアグループが活動で使用する機材の購入、メンテナンスを

行った。    

 

（３）災害ボランティア活動の推進（３）災害ボランティア活動の推進（３）災害ボランティア活動の推進（３）災害ボランティア活動の推進                                                                            （（（（８０１８０１８０１８０１千円）千円）千円）千円）    

日頃から災害に対する備えの大切さを啓発するための研修会を開催し、講演と災害ボ

ランティアセンター運営のシミュレーションを行った。また、災害ＮＰＯ・ボランティ

アと協働し防災啓発イベントを行った。 

① 災害ボランティア講座の開催 

〔実施日〕平成２６年３月１５日(土) 

〔会場〕市民福祉プラザ 

〔内容〕講演「災害ボランティアセンターの役割」､演習｢ニーズ聞き取り・マッチング｣ 

〔講師〕栗田 暢之 氏（ＮＰＯ法人レスキューストックヤード代表理事） 

〔受講者数〕６０人 

 

② 災害ＮＰＯ・ボランティアとの協働及び防災イベント（防災どんたく）の実施、福岡

市市民総合防災訓練への参加 

（ア）防災どんたく 

〔実施日〕平成２６年２月２８日(金)～３月２３日(日)（全７回） 

〔会場〕イオンモール香椎浜 他６か所 

〔内容〕地域防災活動の事例発表や講演会、街頭での心肺蘇生・ＡＥＤ体験など 

 

内 容 件 数 備 考 

ボランティアルーム等活動室 

印刷室 等 

３，３１２ のべ １５，６７３人 
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 （イ）福岡市市民総合防災訓練 

〔実施日〕平成２５年５月１４日(火) 

〔会場〕九州産業大学 

〔内容〕警固断層南東部、福岡市中心域での震度６強の地震を想定した総合防災訓練 

 

（４）（４）（４）（４）介護支援ボランティア事業介護支援ボランティア事業介護支援ボランティア事業介護支援ボランティア事業（（（（再掲）（再掲）（再掲）（再掲）（ＰＰＰＰ....２２２２））））                                    （９，２５６千円）（９，２５６千円）（９，２５６千円）（９，２５６千円）    

    

３３３３    その人らしい暮らしその人らしい暮らしその人らしい暮らしその人らしい暮らしを支えますを支えますを支えますを支えます    

（１）相談機能の充実・強化（１）相談機能の充実・強化（１）相談機能の充実・強化（１）相談機能の充実・強化                                                                                （（（（５，１３２５，１３２５，１３２５，１３２千円）千円）千円）千円）    

① 地域福祉ソーシャルワーカー・モデル事業（再掲）（Ｐ.４） 

 

② 心配ごと相談所事業     

民生委員・児童委員、福岡県弁護士会及び行政書士の協力を得て、市民の日常生活

上のさまざまな相談に応じ、適切な助言、援助を行うことでその人らしい暮らしを支

える「心配ごと相談所」を実施した。また、あわせて福岡市委託事業として福祉相談

事業（高齢者に関する法律相談）を実施した。 

（ア）開設状況 

〔実施日時・開設日数〕 

○心配ごと相談      ９４日 

一般相談：月曜日 １０時～１６時 

専門相談：月曜日、金曜日 １３時～１６時 

○高齢者に関する法律相談 ５０日 

水曜日 １３時～１６時 

〔会場〕市民福祉プラザ３階 相談室 

〔相談員〕民生委員・児童委員、弁護士、行政書士 

〔相談状況〕 ※うち（  ）は、高齢者に関する法律相談 

種 
 

別 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 

合 
 

計 

一

日

平

均 

生

計

・

年

金 

職

業

・

生

業 

住 
 
 

宅 

家 
 
 

族 

結

婚

・

離

婚 

医

療

・

保

健 

人

権

・

法

律 

財 
 
 

産 

事 
 
 

故 

福 
 
 

祉 

苦 
 
 

情 

そ 

の 

他 

件

数 

２５ 

(５) 

７ 

(０) 

３６ 

(13) 

５７ 

(２２) 

６０ 

(14) 

９ 

(２) 

３０ 

(１６) 

140 

(59) 

１０ 

(２) 

３０ 

(９) 

１６ 

(７) 

５３ 

(１８) 

４７３

(167) 

３.３ 

〔相談結果〕 

 相談所解決 継続 民生委員紹介 他機関紹介 その他 合 計 

件数 

３８８ 

(１３７) 

３ 

(１) 

０ 

(０) 

７７ 

（２６） 

５ 

(３) 

４７３ 

(１６７) 

 

③ 「相談窓口のてびき」の作成     

関係機関で提供される福祉制度や福祉サービスなどを紹介するため、「相談窓口のて

びき」改訂版を３，３００部発行し、民生委員・児童委員や各種相談窓口へ配付した。 

また、最新の情報をホームページに掲載し、市民への相談窓口の情報提供を図った。 
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（２）個別支援の強化・拡充（２）個別支援の強化・拡充（２）個別支援の強化・拡充（２）個別支援の強化・拡充                                                                        （（（（１０７，８３６１０７，８３６１０７，８３６１０７，８３６千円）千円）千円）千円）    

① 日常生活自立支援事業（再掲）(Ｐ.３)     

 

② 高齢者賃貸住宅入居支援事業 

民間賃貸住宅や都市再生機構（ＵＲ）に居住する高齢者が安心して在宅生活を送る

ことができるよう、定期的な見守りサービスや住宅退去時のサービス等に関する事業

を実施した。 

なお、新規受付は、平成２２年度末をもって終了し、新規の相談に対しては、社協

独自事業である「ずーっとあんしん安らか事業」へ移行した。 

〔現契約件数〕６１件 

〔葬儀・家財処分実施数〕２件 

 

③ 高齢者住宅相談支援事業     

民間賃貸住宅を探している高齢者に対し、物件情報や生活支援サービスに関する情

報を提供した。また、希望者へは物件内覧時の同行サービスを有料で実施した。 

〔相談件数〕１８３件 

   〔物件紹介件数〕１９５件 

   〔成約件数〕１０件 

   

④ ずーっとあんしん安らか事業（再掲）(Ｐ.３)  

    

⑤ 成年後見支援事業（再掲）（Ｐ.４） 

 

⑥ 低所得者への生活支援事業    

     低所得者、高齢者、障がい者等に対して、各種貸付事業を実施した。 

（ア）生活福祉資金貸付事業 

低所得世帯、障がい者世帯、高齢者世帯等を対象に、それぞれの世帯の状況や必

要に合わせた資金の貸付けを行い、低所得者等の経済的自立と生活意欲の助長や在

宅福祉、社会参加の促進を図った。 

〔貸付件数〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 生活福祉資金制度は、国（2/3）・県（1/3）が原資の負担、福岡県社協が事業 

の主体となっており、福岡市社協では貸付の相談及び受付を行っている。 

 

資金種類 

貸 付 償還（元金） 

件数 金額（円） 金額（円） 

福祉資金 ２３１ ４８，３１３，０００ ４５，７３０，７８７ 

教育支援資金 ２７９ ３５４，２４９，０００ ７５，００５，８２７ 

緊急小口資金 １７８ １７，０１５，０００ １２，３２０，１３３ 

総合支援資金 １８８ ７０，５９２，１２７ ６１，４９５，８１２ 

離職者支援資金 ０ ０ １６，７３０，１１８ 

不動産担保型生活資金 ５ ３９，６９０，０００ ６７，９３４，０００ 

要保護世帯向け不動産担保型生活資金 ０ ０ ９，７９２，０００ 

合 計 ８８１ ５２９，８５９，１２７ ２８９，００８，６７７ 
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1,063,465

799,746

637,157

529,859

2,082

1,531

1,060

881

0
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（件）（件）（件）（件）（千円）（千円）（千円）（千円）

貸付額貸付額貸付額貸付額(千円千円千円千円)

 

 

〔相談件数〕 

資金種別 

年度別相談件数 

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 

福祉資金 ８２１ ８２９ ３，２３０ ２，７８２ 

緊急小口資金 １，０１４ ８６７ １，６８７ １，５５８ 

教育支援資金 ６９４ ５６１ ２，７０２ ２，７６６ 

総合支援資金 ３，５５６ １，８０４ ４，０２６ ２，４６２ 

不動産担保型生活資金 １３０ １００ ２０４ ２１０ 

貸付対象に非該当 ２３２ ２０６ ２，５０７ ２，０４０ 

合 計 
６，４４７ ４，３６７ １４，３５６ １１，８１８ 

 

6,447
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14,356
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計
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（イ）生活保護世帯等一時貸付事業 

生活保護世帯や低所得世帯の緊急時の出費等に対しての貸付事業を実施した。 

種 別 

貸 付 償還（元金） 

件数 金額（円） 金額（円） 

生活保護世帯分 ２，３８６ ３０，１９７，９８０ ２９，９００，４８０ 

支援給付分 ０ ０ ０ 

低所得世帯分 ３ ８０，０００ ９６，０００ 

離職者緊急支援つなぎ分 ０ ０ ６４，０００ 

合 計 ２，３８９ ３０，２７７，９８０ ３０，０６０，４８０ 

 

（ウ）生活困窮者自立支援センターとの連携・協力 

平成２５年１２月からモデル事業として設置された自立支援センター（民間事業

者委託）と連携し、相談者への支援を行った。 

 

⑦ ホームレス自立支援事業    

（ア）「福岡絆プロジェクト」への参画 

ホームレスや若年生活保護世帯の人たちの支援をすすめる「福岡絆プロジェクト」

に参画した。 

 

（イ）生活用品の配布 

歳末たすけあい募金の配分を受け、冬期の寒さをしのぐための冬季に必要な暖房

用品（カイロ）を支援団体と協力し、ホームレスの人たちに配布した。 

〔配布数〕９７０袋 

 

⑧ 家族介護者のつどい事業 （市委託事業）    

家庭で寝たきり高齢者や認知症高齢者及び障がい者を介護している家族介護者を対

象に、日頃の悩みや体験についての意見交換や介護者同士の交流、心身のリフレッシ

ュを目的とした集いを実施した。 

（ア）バスハイク 

ブロック 実施日 会 場 参加者数 

東区、博多区 平成２５年１１月１９日(火) 

天拝の郷 

（筑紫野市） 

１２ 

中央区、南区、城南区 １１月２１日(木)  ７ 

早良区、西区 １１月２６日(火) １３ 

 

（イ）心と体の健康講座 

    〔実施日〕平成２６年３月３日(月) 

    〔会場〕市民福祉プラザ 

    〔講師〕笑いヨガティーチャー 佐藤 昌久 氏（健康運動指導士・心理カウンセラー） 

    〔受講者数〕２４人 
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⑨ 福祉用具リサイクル斡旋事業     

不用となった福祉用具を「譲りたい人」と福祉用具が「必要な人」をコーディネー

トし、福祉用具のリサイクルを進めるとともに、福祉用具の普及と在宅介護の軽減を

図った。また、希望する用具の登録がなく、早急に用具を必要としている譲受希望者

には、福祉用具リサイクル業者などの情報提供に努めた。 

   〔登録件数〕 

 車いす・電動車いす 電動ベッド 歩行支援用具 その他 合 計 

提供希望者 １６ ２３ ５ １４ ５８ 

譲受希望者 ２９ １９ ３  ９ ６０ 

   〔斡旋した件数〕  

成 立 取り下げ 調整中 

２９組（５８件） ８９件 ４件 

 

⑩ リフトカー貸出事業     

歩行が困難な高齢者、障がい者等の社会参加の機会拡大等のために、リフトカー２

台の貸出を行なった。 

〔貸出件数〕１０７件（のべ日数２３６日） 

 

⑪ その他貸付事業     

（ア）臨時特例つなぎ資金貸付事業 

解雇や派遣労働者の雇止め等により住居を喪失し、その後の生計維持が困難な離

職者が公的給付制度等（失業等給付、住宅手当等）を申請し、その交付を受けるま

での当面の生活費の貸付を行った。 

貸 付 償還（元金） 

１８件 １，７５０，０００円 ５７９，０００円 

 

（イ）障がい者高齢者住宅整備資金貸付事業の実施 

平成２２年度末をもって貸付事業は終了し、償還のみ行った。 

貸 付 償還（元金） 

０件 ０円 １，２５３，８４０円 

    

（３）団体・施設等の支（３）団体・施設等の支（３）団体・施設等の支（３）団体・施設等の支援援援援                                                                        （（（（１０５，７２０１０５，７２０１０５，７２０１０５，７２０千円）千円）千円）千円）    

① 福祉バス事業（市委託事業）     

老人クラブ、障がい児・者団体等の福祉活動を支援するための福祉バスの申し込み

受付、バス会社への配車予約等を実施し、のべ３５，２９１人の利用実績があった。 

老人クラブ 障がい児・者団体 児童・母子福祉団体 その他 合 計 

６３８台 ２２３台 ３台 １２７台 ９９１台 
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② 歳末たすけあい運動募金配分事業    

歳末たすけあい運動募金の配分を受け、福祉作業所の利用者等に対し、見舞金の贈

呈を行った。また、校区社協等の団体が歳末時期に実施する事業の経費を助成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 社会福祉施設等支援事業 

  （ア）社会福祉事業従事者研修  

民間社会福祉施設従事者や社会福祉関係団体職員を対象とした研修を実施し、福

祉に関する知識や技術、組織の中での役割などについての理解を深めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）民間社会福祉事業従事職員福利厚生共済事業     

民間社会福祉施設等の職員の福利厚生の充実を目的に、加入職員のニーズにあわ

せた事業の企画・実施に努めた。 

     （事業の詳細については、別表１（Ｐ.３７～３８）のとおり。） 

加入契約法人数 施設数 加入職員数 

１２３法人 １６２施設 ４，１１８人 

  

（ウ）民間保育施設整備資金貸付事業     

民間が経営する保育施設の建物の修理、増改築及び備品等の整備に必要な資金の

貸付事業を実施した。 

貸 付 償還（元金） 

０件 ０円 ５，９５３，０７４円 

 

 対象者・団体 件 数 

見舞金贈呈事業 

福祉作業所等利用者 ３７９ 

交通遺児 ４７ 

里親委託児童 ６７ 

助成事業 

校区社協 １５９ 

子育て支援団体 １８９ 

障がい児者支援団体 ９８ 

社会的課題支援団体 ７ 

研修対象 研修事業名 受講者数 

民間社会福祉

施設従事者 

新任職員研修Ⅰ【社会人１年目】（２日間） ４２ 

〃  Ⅱ【社会人２～３年目】（２日間） ５８ 

中堅職員研修（２日間） ５６ 

指導的職員研修（２日間） ５５ 

救急法研修（３回実施） １８３ 

福祉レクリエーション研修（２回実施） １２３ 

社会福祉関係

団体職員 

人権研修 ６５ 

接遇研修 ５２ 

合 計 ６３４ 
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  （エ）施設整備利子補助事業     

社会福祉事業の振興を図るため、福祉医療機構から借り入れた資金の利子支払い

に対して、補助金を交付した。 

〔対象〕７７法人・８０施設・８２件  

〔補助金額〕４３，０５３，７３５円 

 

  （オ）更生保護施設助成事業  

      更生保護の推進を目的とした活動に対して、補助金を交付した。 

    〔対象〕３団体 

〔補助金額〕１，８３０，０００円 

 

（カ）児童福祉施設球技大会（福岡市との共催）    

〔実施日〕平成２５年６月２３日(日) 

    〔会場〕山王公園野球場、博多市民センター 

    〔競技種目・チーム数〕軟式野球の部：３チーム、バレーボールの部：３チーム 

 

４４４４    福祉の心を育みます福祉の心を育みます福祉の心を育みます福祉の心を育みます    

（１）（１）（１）（１）    福福福福祉学習の推進祉学習の推進祉学習の推進祉学習の推進                                                                                            （（（（３，０６６３，０６６３，０６６３，０６６千円）千円）千円）千円）    

学校、地域、市民や企業に対し、福祉についての学習の機会や教材等を提供し、理解

と関心を高め、福祉活動への参加の動機付けを図った。 

① 福祉学習教材の提供 

 （ア）児童・生徒への福祉読本「わたしもあなたもボランティア」     

〔配布先〕市内の中学校１年生及びその担当教師  

〔配布数〕１６，０００部 

   

（イ）福祉体験学習マニュアル「福岡市の福祉教育お役立ちＢｏｏｋ」    

〔配布先〕市内の小中学校 

〔作成数〕２７０部 

 

 （ウ）福祉教育読本「ともに生きる」     

   〔配布先〕市内の小学校５年生 

   〔配付数〕４，７６３冊 

 

② 出前福祉講座     

学校、企業などに出向き、障がい者疑似体験、高齢者疑似体験などを行い、福祉や

ボランティア活動の理解を深めた。 

   〔件数〕４８件 

   〔対象〕公民館、学校、企業、地域団体等 

 

③ ボランティア体験事業 

（ア）１日体験「切手ちょきちょきボランティア」 

〔実施日〕平成２５年１０月５日(土) 

〔会場〕市民福祉プラザ 

〔内容〕切手整理ボランティア活動の説明と体験、福祉かるた遊び 

〔受講者数〕８人 
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（イ）「５０代からのあなたが輝くボランティア講座」 

〔実施日〕平成２５年１１月１日(金)～１１月２２日(金)（全６回） 

〔会場〕市民福祉プラザ、ニチイケアセンター向新町、油山自然観察センター、特別

養護老人ホームはなみずき園 

〔内容〕ボランティア基礎学習、ボランティアグループ活動見学・体験、ふりかえり 

〔受講者数〕２７人 ※うち１１人で新たに芸能ボランティアグループを結成した。 

 

④ 福祉学習教材の貸し出し     

 

 

 

    

    

    

    

 

（２）福祉啓発・情報提供機能の充実（２）福祉啓発・情報提供機能の充実（２）福祉啓発・情報提供機能の充実（２）福祉啓発・情報提供機能の充実                                                                （（（（３，４１３３，４１３３，４１３３，４１３千円）千円）千円）千円）    

① ホームページや広報紙を通じた情報発信 

（ア）広報紙「ふくしのまち福岡」の発行  

福祉やボランティアに関する情報及び本会の活動や事業を広く市民に紹介し、福

祉に対する意識を高めるため、広報紙を発行・配布した。 

〔発行回数〕２回（第１０８号・第１０９号） 

〔発行部数〕１７，０００部／回 

 

（イ）ホームページの運営      

市民に本会事業を周知するため、ホームページにより最新情報の発信を行った。 

〔アクセス数〕９５，２８４件／年 

 

  ② 福祉のまちづくり推進大会     

市民や福祉関係者を対象に、福祉功労者の表彰や福祉活動の紹介、記念講演の実施

通じて、市民一人ひとりの福祉についての関心を高めるきっかけづくりを行った。 

〔実施日〕平成２５年１１月８日(金) 

〔会場〕福岡市民会館 

〔記念講演〕「住民流」が地域福祉を救う～助け合いの地域づくりのためにできること～ 

講師：木原 孝久 氏（住民流福祉総合研究所所長） 

〔参加者数〕１，８００人 

 

③ 福祉啓発イベント     

（ア）ハートフルフェスタ福岡２０１３への参加 

市民の人権問題についての理解を深めるために、ボランティアの協力を得て福祉

体験コーナーを設け、車イス体験などを行った。 

    〔実施日〕平成２５年１０月６日(日) 

    〔会場〕福岡市役所ふれあい広場 

    〔内容〕車イス体験、アイマスク体験、出前ボラセン 

    〔参加者数〕９５人 

貸出品 件 数 のべ貸出数 

車いす(在宅利用含む) ２０２ ７０７ 

アイマスク ２３ ５６２ 

高齢者疑似体験セット ５３ ３４５ 

点字器 ９ ４１０ 

共用品・白杖 ４９ ４２８ 
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（イ）障がい者週間（１２月３日～９日）記念の集いへの参加    

福岡市が主催する「障がい者週間記念の集い」事業に参加し、障がい者関係団体 

とともに障がい者の社会参加と福祉向上のための啓発活動を行った。 

〔実施日〕平成２５年１２月８日(日) 

〔会場〕福岡市役所ふれあい広場 

〔内容〕川野将太選手(ロンドンパラリンピック車椅子テニス４位入賞)トークショー、障がいの

ある人のファッションショー、各福祉団体等ステージ・バザー、車イス体験、

アイマスク体験 

〔参加者数〕５，０００人 

 

 

  ④ 出前ボランティアセンター事業  

地域のイベント等に出向き、来場者にボランティア活動の相談や広報を行った。        

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

⑤ 対面朗読サービス     

視覚障がい者などが情報を得る方法の一つとして、福祉図書・情報室にて登録ボラ

ンティアによる「対面朗読サービス」を提供した。 

 〔実績〕４９７件 

 

⑥ 防災イベント（関係機関と協働）（再掲）（Ｐ.２０）    

    

５５５５    市民福祉プラザ事業を推進します市民福祉プラザ事業を推進します市民福祉プラザ事業を推進します市民福祉プラザ事業を推進します    

市民福祉プラザの指定管理者として、市民が安心して利用できるよう管理運営を行うと

ともに、入居団体等と連携して研修及び啓発事業、相談事業等を実施し、市民の福祉への

理解や福祉活動への参加を支援した。 

    

（１）福祉活動拠点機能の充実（１）福祉活動拠点機能の充実（１）福祉活動拠点機能の充実（１）福祉活動拠点機能の充実                                                                    （（（（１９６，１９５１９６，１９５１９６，１９５１９６，１９５千円）千円）千円）千円） 

        ① 貸室運営 

市民福祉プラザの各種施設を福祉関係団体や障がい者、高齢者等の市民が十分活用

できるように管理運営を行った。 

〔施設全体の利用延人員〕３０１，４７３人 （前年度比９３．４％） 

（各施設の利用状況は別表２（Ｐ.３９）のとおり。） 

行事名 実施日 会 場 来場者数 

ふれあい広場 平成２５年９月 ８日(日) イオンモール香椎浜 ６００ 

城南区健康フェア １０月 １日(火) 城南区保健福祉センター １００ 

南区健康フェア １０月１１日(金) 南区保健福祉センター １３７ 

秋祭りｉｎ博多 １１月１６日(土) 南福岡特別支援学校 １０３ 

西南学院大学学生祭 １１月１７日(日) 西南学院大学  ３１ 

バリアフリーイベント １２月１５日(日) 市民福祉プラザ ２００ 

アラカンフェスタ 平成２６年３月 ９日(日) 福岡国際会議場 ３２０ 
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② 障がい者作品展、利用団体写真展等の実施 

（ア）障がい者作品展 

障がい者週間にあわせて福祉団体・施設から寄せられた絵画や写真、書などを展

示し、障がい者福祉の啓発に努めた。 

〔実施日〕平成２５年１２月３日(火)～２７日(金) 

〔会場〕市民福祉プラザ エントランスホール、レストラン内 他 

    〔参加数〕５施設・団体 ４９作品 

 

（イ）ふくふくプラザ写真展 

   写真を趣味としてプラザを利用している高齢者団体や障がい者団体等を対象に、

生きがい活動の支援と利用団体相互の交流を図ることを目的に、写真展を開催した。 

〔実施日〕＜第１回＞平成２６年３月４日(火)～１７日(月) 

      ＜第２回＞平成２６年３月１９日(水)～３１日(月) 

※第３回は平成２６年４月２日(水)～１４日(月)、第４回は４月１６日(水)～

２９日(火)、第５回は５月２１日(水)～６月３日(火)に実施予定。 

〔会場〕市民福祉プラザ エントランスホール 

    〔参加数〕９団体 １２０作品 

 

③ 福祉映画鑑賞会、とうにん・ふくふくコンサートの開催 

（ア）福祉映画鑑賞会 

市民の福祉意識やボランティア意識の高揚を図ることを目的に、障がい者も一緒

に鑑賞できる副音声や字幕入りの福祉映画鑑賞会を開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）とうにん・ふくふくコンサート〈新規〉 

ふくふくホールの音響の良さを十分に活用し、「どなたでも良質な音楽を楽しめ

る」音楽会を当仁校区自治協議会、当仁公民館、当仁小学校等と共催して開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日 内 容 会 場 来場者数 

＜第１回＞ 

平成２５年１２月７日(土) 

「鍵泥棒のメソッド」 

※福岡市主催「障がい者週間記念の集い」と連携 

市民福祉 

プラザ 

ふくふく 

ホール 

１４９ 

＜第２回＞ 

平成２６年３月２５日(火) 

「ペコロスの母に会いに行く」 １９２ 

実施日 内 容 会 場 来場者数 

＜第１回＞ 

平成２５年８月２１日(水) 

活水女子大学音楽学部学生・卒業生有

志によるピアノ・声楽・器楽演奏 

市民福祉 

プラザ 

ふくふく 

ホール 

１２０ 

＜第２回＞ 

１１月１１日(月) 

福岡大学附属大濠中学・高等学校生徒

有志によるピアノ・声楽・器楽演奏 

８０ 

＜第３回＞ 

１１月２３日(土) 

大阪音楽大学准教授「木村彩子」ピア

ノリサイタル 

２００ 

＜第４回＞ 

平成２６年２月１０日(月) 

エコー西高宮合唱団ほかによる「合唱

の夕べ」 

１００ 

＜第５回＞ 

３月 ９日(日) 

打楽器アンサンブル「ワンショット」 ８０ 
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④ プラザ利用団体、地域団体等との懇談会 

入居団体やプラザ利用団体と、施設運営に関する意見交換をそれぞれ実施し、改善

等を行った。また、地域団体等と懇談会等を通して地域とプラザ共通の問題等につい

て協議するとともに、地域情報とプラザ情報を共有化し、地域との交流を図った。 

（ア）プラザ入居団体連絡会（年６回） 

（イ）視覚障がい者団体やボランティア団体等との懇談会（年１回） 

（ウ）当仁校区自治協議会連絡会への参加（年１１回） 

（エ）団体連絡室利用団体との懇談会（年１回） 

 

（２）市民向けの福祉講座の開催（２）市民向けの福祉講座の開催（２）市民向けの福祉講座の開催（２）市民向けの福祉講座の開催                                                                            （（（（６５７６５７６５７６５７千円）千円）千円）千円） 

① 市民福祉講演会 

平成２４年度に引き続き「成年後見制度」などの超高齢社会に向けての相互支援を

テーマとした講演会を市民向けに実施し、福祉の啓発と福祉事業への理解を図った。 

実施日 内容等 

＜第１回＞ 

平成２５年 

６月６日(木) 

「落語でわかる成年後見制度」 

会場：市民福祉プラザ ふくふくホール 

講師：桂 ひな太郎 氏(落語家) 

岩城 和代 氏（岩城弁護士事務所弁護士） 

参加者数：２３６人 

＜第２回＞ 

９月２０日(金) 

「劇を見ながら地域を考える」（孤立死をテーマ） 

【第１部】劇「レインボー村あれから百年物語」 

      （八幡大谷まちづくり協議会れいんぼー一座） 

【第２部】実践報告「城浜校区の高齢者見守り活動」 

        「東若久校区ふれあいネットワークの活動」 

会場：市民福祉プラザ ふくふくホール 

参加者数：１６３人 

＜第３回＞ 

１０月１７日(木) 

「『助けて』と言える社会～ホームレス支援から見た無縁日本～」 

会場：市民福祉プラザ ふくふくホール 

講師：奥田 知志 氏（北九州市ホームレス支援機構理事長） 

参加者数：１４３人 

 

② 施設見学受入 

地域の団体や海外からの市民福祉プラザ施設見学を受け入れ、ユニバーサルデザイ

ンなどへの理解と施設の利用を促した。 

〔見学回数〕５８回  

  〔見学者数〕１，７０６人 

    

（３）情報提供と相談事業の充実（３）情報提供と相談事業の充実（３）情報提供と相談事業の充実（３）情報提供と相談事業の充実                                                                    （（（（１６，９０３１６，９０３１６，９０３１６，９０３千円）千円）千円）千円） 

        ① 福祉図書・情報室の運営  

 図 書 ビデオ・ＤＶＤ 

蔵書数 ３０，３３２冊 １，２６９本 

利用状況（貸出数） １２，５１０冊   ６８６本 

〔利用者数〕３０，１０２人（新規登録者数４４１人） 

〔レファレンス数（調べもの相談）〕１，２６０件 
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② 「ふくふくプラザだより」の発行      

〔発行回数〕１２回（毎月発行） 

〔発行部数〕３，０００部／回 （音訳版 ２１本／回・点訳版 １１部／回） 

 

③ プラザ相談窓口 相談員研修会の開催     

〔実施日〕平成２５年９月１１日(水) 

〔会場〕市民福祉プラザ ６０１研修室 

〔内容〕接遇研修「コミュニケーションの基本」 

〔講師〕河津 佳江 氏（㈱インソース） 

〔受講者数〕６５人 

    

６６６６    市・区社協の基盤を強化します市・区社協の基盤を強化します市・区社協の基盤を強化します市・区社協の基盤を強化します    

（１）事業推進体制の強化（１）事業推進体制の強化（１）事業推進体制の強化（１）事業推進体制の強化     

限られた資源・人材を効率的に投下するため、組織・職員体制を重点配置するととも

に、新しい事業の検討や既存事業の見直しを行った。また、サービスの質の向上を計る

ためにマニュアルを整備し、円滑に業務を遂行するためにＩＴシステムを活用した。 

    

（２）職員の資質の向上と人材育成（２）職員の資質の向上と人材育成（２）職員の資質の向上と人材育成（２）職員の資質の向上と人材育成                                                                    （（（（１，５４９１，５４９１，５４９１，５４９千円）千円）千円）千円）    

        ① 職員研修の充実（再掲）（Ｐ.１２） 

 

  ② 自己研鑽の支援（再掲）（Ｐ.１２） 

    

③ 相談援助技術の向上（一部再掲）（Ｐ.１２） 

   職員の地域福祉活動推進業務等における相談援助技術向上のため専門研修を行った。 

 

  ④ 職員実践事例発表会の実施 

     職員が日頃の業務等で得た成果を論文にまとめ、審査・表彰や発表会を行うことに

より、職員の資質や知識、業務への意欲の向上を図った。 

   〔実施日〕平成２５年１２月９日(月) 

   〔発表論文数〕５ 

 

（３）財源の確保（３）財源の確保（３）財源の確保（３）財源の確保 

福岡市ボランティア活動振興基金の管理運営を行うとともに、ホームページのバナー

広告など自主財源の確保に努めた。  

① ファンドレイジング（寄付付き商品の開発）〈新規〉    

社会貢献を希望する企業等とともに、寄付つき商品の開発の取り組みを行った。    

企業名 内 容 実 績 

株式会社ラック 

覚書締結日：H25.6.18 

「ずーっとあんしん安らか事業応援プロジェクト」 

西日本典礼での葬儀１件実施につき200円を寄付。 

５８２件

116,400円 

株式会社美住 

覚書締結日：H25.8.9 

「ずーっとあんしん安らか事業応援プロジェクト」 

福祉関係者からの相談による賃貸物件仲介１件に

つき500円を寄付。 

２件 

1,000円 
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ゼブラ株式会社

覚書締結日：H25.12.16 

 

「福岡を良くする『寄付つき文房具』作成販売」 

大学（西南学院大学・九州産業大学）×ゼブラ株式

会社×福岡市社協×福岡県共募のコラボレーショ

ン企画。学生がデザインした学校オリジナルデザイ

ンによる「寄付つきペン」を学校の売店で販売し、

1本につき5円を寄付。 

１,３２０本 

6,600円 

株式会社ライフ

エッジ 

覚書締結日：H26.3.18 

「『地域課題のお片付け』プロジェクト」 

福祉関係者からの相談による家財片付け、遺品整

理、引越1件につき1,000円が寄付。 

- 

株式会社ベルコ

覚書締結日：H26.3.25 

「『ずーっと幸福カップル』応援プロジェクト」 

福岡市域内で行う結婚式1件につき200円が寄付。 

「『いつも皆様のおそばに』安心・安らかプロジェクト」 

福岡市域内で行う葬儀1件につき200円が寄付。 

- 

    

② ボランティア活動振興基金の造成  

ボランティア活動振興のために設置した基金に寄付等を積み立て、ボランティア活

動を推進するための財源確保に努めた。 

内 訳 件数（件） 金額（円） 

奉仕銀行ボランティア特定寄付金 ０件 ０ 

福岡市ボランティア活動振興基金補助金 ― ３００，０００ 

合 計  ３００，０００ 

〔平成２５年度末基金額〕６５１，７６１，５０５円 

 

③ その他の財源の確保     

内 訳 件 数 金額（円） 

会費（正会費・賛助会費） ９４ ６６１，０００ 

ホームページバナー広告 ６ ２１０，０００ 

車いす等貸出料 ３５ ８９，９００ 

外部講師謝礼  １７ ２７４，０５４ 

実習生受入謝礼 ２ ４８，０００ 

使用済み切手売却益 ― １９９，１００ 

合 計 １５４ １，４８２，０５４ 

    

（４）収益事業の実施（収益事業特別会計）（４）収益事業の実施（収益事業特別会計）（４）収益事業の実施（収益事業特別会計）（４）収益事業の実施（収益事業特別会計）        

プラザのレストラン運営及び自動販売機の設置により、プラザ利用者の利便性を図る

とともに、収益金を本会事業に活用した。 

    

（５）第４期地域福祉活動計画の進行管理（５）第４期地域福祉活動計画の進行管理（５）第４期地域福祉活動計画の進行管理（５）第４期地域福祉活動計画の進行管理            

ふれあいネットワークやふれあいサロンの組織化等の数値目標や事業の進捗状況につ

いて、定期的に確認を行った。また、計画の見直しを含め市・区社協の事業の方向性等

を検討するため「共助を柱に据えた地域福祉活動の推進策あり方検討委員会」を設置し、

協議を開始した。    
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（６）社会福祉法人新会計基準への移行準備（６）社会福祉法人新会計基準への移行準備（６）社会福祉法人新会計基準への移行準備（６）社会福祉法人新会計基準への移行準備        

新会計基準に則した経理規程の改定を行い、新会計基準による平成２６年度予算編成

を行った。 

また、新会計基準移行に伴い、経理処理の事務簡素化や市・区社協での会計システム

の共有化を目的に、会計ソフトの見直しを行った。    

    

（７）社協起動プランの（７）社協起動プランの（７）社協起動プランの（７）社協起動プランの実行実行実行実行（再掲）（（再掲）（（再掲）（（再掲）（ＰＰＰＰ....１２１２１２１２））））    

    

７７７７    その他の事業その他の事業その他の事業その他の事業    

（１）補助事業（ふれあい入浴事業等）（１）補助事業（ふれあい入浴事業等）（１）補助事業（ふれあい入浴事業等）（１）補助事業（ふれあい入浴事業等）              （５，２８０千円）（５，２８０千円）（５，２８０千円）（５，２８０千円） 

高齢者の健康増進や交流を目的とする「ふれあい入浴事業」の活動を支援するため、

市内の公衆浴場に対し福岡市の補助金を財源として事業費の助成を行った。 

  〔助成額〕５，２８０，０００円 

〔助成箇所数〕１５か所 

 

（２）福岡市社会福祉協議会顕彰（２）福岡市社会福祉協議会顕彰（２）福岡市社会福祉協議会顕彰（２）福岡市社会福祉協議会顕彰     

社会福祉増進のため意欲的に活動を続け、その功績が顕著な個人、団体に対し「福岡

市福祉のまちづくり推進大会」にて表彰を行った。 

〔福岡市社会福祉協議会会長 表 彰〕２３７人・３６団体 

 〔      〃      感謝状〕１１１人・２６団体 

 

 

（（（（３３３３）戦災引揚死没者追悼式）戦災引揚死没者追悼式）戦災引揚死没者追悼式）戦災引揚死没者追悼式                     （８５７千円）（８５７千円）（８５７千円）（８５７千円） 

昭和２０年６月１９日の大空襲による戦災死没者及び海外からの引揚げの途中に死没

された方々の冥福を祈るとともに、恒久平和の誓いを新たにするため、地域団体ととも

に、追悼式を実施した。 

 〔実施日〕平成２５年６月１９日(水) 

 〔会場〕福岡市戦災記念碑（博多区冷泉公園内） 

  〔参加者数〕２８５人（うち遺族４３人） 

 

（（（（４４４４）老人の日関連事業）老人の日関連事業）老人の日関連事業）老人の日関連事業                     （１，９７８千円）（１，９７８千円）（１，９７８千円）（１，９７８千円） 

高齢者に対する敬愛の念を示すとともに、「老人の日」を記念して、百歳を迎える高

齢者に祝状と記念品を、米寿を迎える高齢者に祝状を福岡市とともに贈呈した。 

百 歳 米 寿 合 計 

２５５ ４，８２７ ５，０８２ 

                  

（（（（５５５５）福祉サービス苦情解決）福祉サービス苦情解決）福祉サービス苦情解決）福祉サービス苦情解決     

福祉サービス利用者の苦情や意見を幅広く汲み取り、サービス内容をより充実するた

め苦情解決に取り組んだ。 
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（（（（６６６６）視察の受入）視察の受入）視察の受入）視察の受入  

    本会の先駆的な取り組みについて、他団体からの視察の受入を行った。 

実施日 団体名 人数 視察内容 

平成２５年 

７月３日(水) 

福山市社会福祉協議会 

（広島県） 

６ 

成年後見事業、ずーっとあんし

ん安らか事業 

１０月１７日(木) 

宮崎市社会福祉協議会 

（宮崎県） 

２ 

成年後見事業、見守り支援体

制、財源確保の取り組み 

１０月２４日(木) 

久留米市ふれあい福祉 

センター運営委員 

２０ ずーっとあんしん安らか事業 

１１月５日(火) 

益田市社会福祉協議会 

（島根県） 

７ 成年後見事業 

１１月１９日(火) 大牟田市社会福祉協議会 ２ ずーっとあんしん安らか事業 

１２月５日(木) 岡垣町社会福祉協議会 ２ ずーっとあんしん安らか事業 

１２月１８日(水) 

岡垣町民でつくる福祉のまち

づくりワーキングチーム 

１５ ずーっとあんしん安らか事業 

平成２６年 

１月８日(水) 

㈱地域計画建築研究所 

(兵庫県居住支援協議会調査委託会社) 

３ ずーっとあんしん安らか事業 

１月１５日(水) 那珂川町社会福祉協議会 ９ ずーっとあんしん安らか事業 

１月２０日(月) 

公益社団法人 

九州経済調査協会 

２ ずーっとあんしん安らか事業 

２月１２日(水) 

益城町社会福祉協議会 

（熊本県） 

３ ずーっとあんしん安らか事業 

 

（（（（７７７７）社会福祉士相談援助実習等の受入）社会福祉士相談援助実習等の受入）社会福祉士相談援助実習等の受入）社会福祉士相談援助実習等の受入     

福祉分野で活躍する人材を育成するために、社会福祉士資格取得を目指す実習生の受

入を行った。 

〔期間〕平成２５年９月１０日(火)～３０日(月) １６日間 

〔人数等〕２人（西九州大学、筑紫女学園大学） 

 

８８８８    会務の運営会務の運営会務の運営会務の運営         

（１）理事会の開催（１）理事会の開催（１）理事会の開催（１）理事会の開催    

実施日 出席者数 審議事項等 

＜第１７４回＞ 

平成２５年 

５月２日(木) 

１７ ・ 評議員の委嘱について 

＜第１７５回＞ 

５月２８日(火) 

１７ 

・ 平成２４年度事業報告 

・ 平成２４年度一般会計決算 

・ 平成２４年度収益事業特別会計決算 

・ 平成２５年度一般会計資金収支補正予算案 

・ 職員退職手当支給規程の一部改正案 

＜第１７６回＞ 

７月１１日(木) 

１８ 

・ 評議員の委嘱について 

・ 職員の給与に関する規則の一部改正案 
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＜第１７７回＞ 

８月２７日(火) 

１９ 

・ 評議員の委嘱について 

・ 定款の一部変更案 

・ 平成２５年度一般会計資金収支補正予算案 

・ 経理規程の一部改正案 

＜第１７８回＞ 

１１月１８日(月) 

２１ ・ 定款施行細則の一部改正案 

＜第１７９回＞ 

平成２６年 

２月４日(火) 

１５ ・ 評議員の委嘱について 

＜第１８０回＞ 

３月２７日(木) 

２０ 

・ 定款の一部変更案 

・ 経理規程の全部改正案 

・ 平成２６年度事業計画案 

・ 平成２６年度資金収支予算案 

・ 諸規程の一部改正案 

・ 福岡市社会福祉協議会経営計画案 

 

（２）評議員会の開催（２）評議員会の開催（２）評議員会の開催（２）評議員会の開催    

実施日 出席者数 審議事項等 

＜第１７０回＞ 

平成２５年 

５月２日(木) 

５０ ・ 監事の選任について 

＜第１７１回＞ 

５月２８日(火) 

５６ 

・ 平成２４年度事業報告 

・ 平成２４年度一般会計決算 

・ 平成２４年度収益事業特別会計決算 

・ 平成２５年度一般会計資金収支補正予算案 

・ 理事の選任について 

＜第１７２回＞ 

７月３日(水) 

５６ ・ 理事の選任について 

＜第１７３回＞ 

８月２７日(火) 

５８ 

・ 理事の選任について 

・ 監事の選任について 

・ 会長の選任について 

・ 副会長の選任について 

・ 定款の一部変更案 

・ 平成２５年度一般会計資金収支補正予算案 

＜第１７４回＞ 

平成２６年 

２月４日(火) 

４８ 

・ 副会長の選任について 

・ 理事の選任について 

＜第１７５回＞ 

３月２７日(木) 

５７ 

・ 定款の一部変更案 

・ 平成２６年度事業計画案 

・ 平成２６年度資金収支予算案 

・ 理事の選任について 

・ 福岡市社会福祉協議会経営計画案 

 

（３）監査の実施（３）監査の実施（３）監査の実施（３）監査の実施    

実施日 出席者数 監査事項等 

平成２５年５月１５日(水) ３ 業務執行の状況及び財産の状況を監査 
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【別表１】 

   

福岡市民間社会福祉事業従事職員福利厚生共済制度 事業実施状況 

（１）給付事業 

   

内 容 決算額 

種 別 単価（円） 件 数 金額（円） 

 結婚祝金 ３０，０００ １３８ ４，１４０，０００ 

 出産祝金 ３０，０００ １３５ ４，０５０，０００ 

 入学祝金 ３０，０００ １３５ ４，０５０，０００ 

 義務教育修了祝金 ３０，０００ ８０ ２，４００，０００ 

 死亡見舞金 ４５ １，４５０，０００ 

 

 本 人 １００，０００ ２ ２００，０００ 

 被扶養者 ７０，０００ ３ ２１０，０００ 

 その他 ２６，０００ ４０ １，０４０，０００ 

 傷病見舞金 ４０，０００ ９ ３６０，０００ 

 災害見舞金 ０ ０ 

 

 全焼（壊） １００，０００ ０ ０ 

 半焼（壊） ７０，０００ ０ ０ 

 その他 ３０，０００ ０ ０ 

 特別結婚祝金 ３０，０００ ８ ２４０，０００ 

小 計 ５５０ １６，６９０，０００ 

 退会一時金 支給率で算出 ６５７ ８０，２７３，０７０ 

合 計 １，２０７ ９６，９６３，０７０ 

     

（２）貸付事業 

   

内 容 決算額 

種 別 貸付限度額（円） 件 数 金額（円） 

 生活資金 １４ ２，２６０，０００ 

 

 ５年未満 １２０，０００ ３ ３６０，０００ 

 ５年以上 １５０，０００ ３ ４５０，０００ 

 １０年以上 ２００，０００ ８ １，４５０，０００ 

 慶弔資金 ２５０，０００ ０ ０ 

 医療資金 ２５０，０００ ０ ０ 

 入学資金 ３ ７５０，０００ 

 

 高 校 ２５０，０００ ３ ７５０，０００ 

 大 学 ５００，０００ ０ ０ 

 罹災資金 ５００，０００ ０ ０ 

合 計 １７ ３，０１０，０００ 
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（３）長期加入職員記念品贈呈事業 

  

区 分 決算額 

加入期間 記念品額（円） 件 数 金額（円） 

 ５年 ５，０００ ２４０ １，２００，０００ 

１０年 １０，０００ １１３ １，１３０，０００ 

１５年 １０，０００ ４９ ４９０，０００ 

２０年 １５，０００ ４９ ７３５，０００ 

２５年 １５，０００ １３ １９５，０００ 

３０年 ２０，０００ １２ ２４０，０００ 

３５年 ２０，０００ ９ １８０，０００ 

 送 料  ６４，８９０ 

合 計 ４８５ ４，２３４，８９０ 

     

（４）保養所事業 

   

内 容 決算額 

区 分 補助額（円） 件 数 金額（円） 

大 人 ２，５００ １１７ ２９２，５００ 

小 人 １，２００ ８ ９，６００ 

合 計 １２５ ３０２，１００ 

     

（５）文化体育事業 

  

内 容 決算額 

区 分 補助額（円）等 件 数 金額（円） 

 文化鑑賞引換券補助 ３，２００ ４，２７４ １０，６８０，５００ 

 映画鑑賞補助 費用の一部 ９，０９６ ２，２５７，２９０ 

 観劇補助 費用の約１／３ ２８６ １，６８４，５００ 

 プロ野球観戦補助 費用の約１／３ ４０２ ７５５，０１５ 

 Ｊリーグ観戦補助 費用の約１／３ ４０ ５５，０００ 

 海浜プール利用補助 費用の一部 ５９１ ３３９，６５０ 

 スポーツ施設利用補助 費用の一部 ５７ ５７，０００ 

合 計 １４，７４６ １５，８２８，９５５ 
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【別表２】 

   

福岡市市民福祉プラザ 利用状況 

   

   

区 分 利用状況 

貸 
 

出 
 

施 
 

設 

ふくふくホール 

利用日数 ２４７ 日 

利用者数 ３７，５２０ 人 

会議室（３室） 

利用日数 ９８７ 日 

利用者数 ４１，２０７ 人 

研修室（７室） 

利用日数 ２，２２９ 日 

利用者数 ９９，０８７ 人 

和室・実習室（７室） 

利用日数 １，６１２ 日 

利用者数 ４５，２７３ 人 

交流ひろば 

利用日数 ２４８ 日 

利用者数 ７，３２８ 人 

計 

利用日数 ５，３２３ 日 

利用者数 ２３０，４１５ 人 

そ

の

他

の

施

設 

福祉用具展示場 利用者数 ２３，５７７ 人 

視察・施設見学 

団体数 ５８ 団体 

利用者数 １，７０６ 人 

ボランティアルーム等 

利用件数 ３，３１２ 件 

利用者数 １５，６７３ 人 

福祉図書・情報室 

開室日数 ３３８ 日 

利用者数 ３０，１０２ 人 

新規登録者数 ４４１ 人 

貸出冊・本数 １２，５１０ 冊 

対面朗読 ４９７ 人 

計 利用者数 ７１，０５８ 人 

利用者総数 ３０１，４７３ 人 

開館日数 ３４６ 日 

１日平均利用者数 ８７１ 人 

 


